
平 成 ２ ９ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 大 宮 光 陵 高 等 学 校 ）  

 

目指す学校像 

校訓「自立、協調、創造」の理念のもと、確かな学力と専門的な能力を身につけ、情操豊かで、

自主的・創造的な精神を持つ人間を育てる。 

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評価

懇話会を開催し、学校自己評価を踏まえて評価

を受けた日とする。 
 

 

 

重 点 目 標 

１ 組織的な教科指導のもとに生徒の自主的な学習姿勢を育て、確かな学力と専門的な能力の向上を図

る。 

２ 計画的・系統的な進路指導を推進し、生徒一人一人の進路希望の実現を図る。 

３ 芸術活動、国際交流事業等を充実させ、豊かな情操、主体性、協調性、創造性を育む。 
４ 基本的生活習慣を確立させ、特別活動・部活動などを通して自主的・自律的な精神を養う。 
５ 家庭、地域等との連携を強化し、信頼される学校づくりを推進する。 

          

 Ａ ほぼ達成（８割以上）

 Ｂ 概ね達成（６割以上）

 Ｃ 変化の兆し（４割以上）

 Ｄ 不十分（４割未満）

達
成
度

 

 

出席者 学校関係者           名 

 

生徒                名 

 

事務局（教職員）    名 

※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 

学    校    自    己    評    価  学 校 関 係 者 評 価 

年    度    目    標 年  度  評  価 （  月   日 現在）  実施日 平成  年  月   日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ （現状）授業アンケートを実施し、授業改善

に生かしている。シラバスを生かし計画的・

自発的学習を促している。協調学習を含めた

授業研究を行っている。自習室を朝と放課後

に開放し、自主的な学習を促している。 

（課題）生徒の家庭での学習時間を増やす。

協調学習やアクティブラーニングの各教科

での研究を促す。 

指導力を向上

し、生徒の自主

的な学習習慣

を向上させる。 

①授業アンケートを実施し、授業改善に生かす。 

②シラバスの効果的活用により、生徒の自主的学習を促す。 

③生徒の家庭での学習習慣を促す。 

④協調学習やアクティブラーニングについて各教科で研究する。 

⑤自習室設置を継続し、利用を呼びかけ、自主学習を促す環境を整備す

る。 

 

①授業アンケートでの生徒・保護

者の授業（教科指導）満足度。 

②③生徒の家庭学習時間、学習習

慣の定着度。 

④研究・研修の実施状況、生徒・

保護者の授業（教科指導）に対す

る満足度。 

⑤自習室の利用状況。 

     

２ （現状）３年間を見通した進路指導計画表を

作成し進路指導を行っている。スタディーサ

ポートや模試を実施し、進路意識を高めさせ

ている。多種多様な補講の講座を開講してい

る。 

（課題）スタディサポートや模擬試験の検証

を継続・実施し情報を共有する。補講の効果

的な内容と時期を検討し実施する。保護者へ

最新の入試情報を周知・徹底する方法を具体

的に検討する。 

３年間を見通

した計画的な

進路指導のも

とに早期から

進路意識を醸

成する。 

①各学年ごとに進路指導計画表を作成する。 

②スタディサポートや模擬試験を有効活用し、進路意識を高めさせ、結

果を検証して情報を生徒に提供する。 

③実力養成のための３年生進学補講を実施する。また、1・2 年生の進

学補講を充実させる。補講の効果的な実施を各教科に呼びかける。 

④各種進路行事、「進路の手引き」を軸とした指導を徹底し、特に１、

２年生の進路意識啓発の取組を強化する。 

⑤各学年保護者会、ＰＴＡ主催の進路カフェでの情報提供など保護者の

進路に対する関わりを促す。 

①３年間を見通した進路指導計画

表が作成できたか。 

②スタディサポート・模試の活用

状況、模試結果の年間推移、生徒

の進路希望状況。 

③進学補講に対する生徒の満足

度。 

④⑤取組状況、生徒・保護者の進

路指導・進路情報提供に対する満

足度。 

      

 

３ （現状）芸術科の活動では、校内外の発表会、

展覧会等で、全国レベルの実績を残してい

る。オーストラリア姉妹校訪問、書道科台湾

研修、美術科ヨーロッパ研修を成功させ、帰

国報告会を実施している。 

（課題）芸術科や国際教育などホームページ

（ＨＰ）等のアピールの継続が必要である。

国際理解委員会を活性化させるなど生徒が

関わる場面をさらに積極的に設ける。 

4学科1コース

の良さを活か

し、芸術教育、

国際理解教育

をさらに充実

させる。 

①「Koryo Arts Link」事業を継続すると共に、活動を広くＨＰなどで

アピールする。 

②校内外の発表・展覧会等を充実させると共に、その成果を広くＨＰな

どでアピールする。 

③オーストラリア姉妹校訪問、書道科台湾研修、音楽科ヨーロッパ研修

を成功させ、その成果を全校生徒に報告させ共有する。 

④生徒の国際理解委員会を活性化させる。 

⑤上記の活動の中に、生徒の主体性を育むために、生徒が関わる場面を

積極的に設ける。 

①事業の実施状況、活動のアピー

ル状況。 

②校内外の発表・展覧会等の成果、

ＨＰでの掲載状況。 

③各研修の実施状況とその成果。 

④委員会の活動状況。 

⑤各活動において生徒が果たした

役割、活動状況。 

      

 

４ （現状）基本的生活習慣を確立させる指導、

交通安全指導、マナー向上の指導を年間を通

して継続的に実施、学校生活アンケートの実

施によって、いじめ実態などの把握に努めて

いる。 

（課題）バス乗車のマナーは改善されつつあ

る。自転車運転マナーについては改善された

とまでは言えない状況である。自転車の乗り

方を含め全校生徒へ注意を促し、全校生徒に

さらに啓発する必要がある。 

規範意識の醸

成と主体性を

育む生徒指導

を推進する。 

 

①整容指導、遅刻指導、登校指導、バス乗車指導を継続する。 

②自転車事故防止のための交通安全指導を徹底する。 

③光陵祭、スポーツ大会、予餞会などの学校行事を生徒に主体的に運営

させる。 

④部活動（特に運動部）の加入増を図るために部活動見学の機会を設け、

活動状況を積極的に外部に発信する。 

⑤情報交換を密にし、早期対応できるよう教育相談体制を充実させる。 

 

①②各取組の実施状況、アンケー

トにおける生徒・保護者の満足度。 

③生徒が果たした役割、活動状況。 

④部活動加入率、部活動見学機会

の状況、ＨＰの更新状況。 

⑤取組状況、アンケートにおける

生徒・保護者の評価。 

    

 
   

５ （現状）保護者の学校に対する満足度は、高

い。交流事業も関係者から好評を得ている。

メール配信システムを活用し、保護者に情報

を配信している。 

（課題）ホームページは充実している。ホー

ムページがより魅力的になるようにアイデ

ィアをだす。部活動のページなどに教職員が

積極的に更新を行い、本校の良さを引き続き

アピールする必要がある。授業公開を土曜日

にすることで来校者は増加したが、今後どの

ような形で行っていくか検討する。 

 

本校の良さを

積極的に発信

し、開かれた学

校づくりを推

進する。 

①昨年度以上にＨＰの更新を行い、本校の良さを積極的にアピールす

る。 

②メール配信システムを積極的に活用し、保護者に適切な情報提供を行

う。 

③光陵祭、授業公開、公開講座等外部向け行事の宣伝を積極的に行う。 

④地域との交流事業を積極的に行い、地域との連携を深める。 

⑤学校説明会、中学校訪問、中学校や塾等での説明会など生徒募集活動

を積極的に行う。 

 

①②ＨＰへのアクセス数、メール

配信状況、生徒・保護者の学校に

対する満足度。 

③光陵祭、授業公開、公開講座等

外部向け行事の参加者数及び関係

者の評価。 

④交流事業の活動状況、関係者の

評価。 

⑤取組状況、説明会の参加人数。 

 

     

 


